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「児童虐待防止と学校」研修教材

～最初に必ずご覧下さい～
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児童虐待防止と学校

• 増え続ける児童虐待

• 虐待への対応は学校にとっても大きな課題

• 法律に定められた責務がある

児童相談所における児童虐待相談対応件数
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教職員のすべきこと

虐待の早期発見等の努力義務

虐待に関する通告の義務

虐待を受けた子どもの保護・自立支援の
ための関係機関との連携・協力

子どもの人権を守るために
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学校とのかかわり
／学校に期待される役割

• 学校は、すべての子どもに関与できる唯一
のシステム

• 虐待通告後の措置としては、学校を含め
た地域の社会資源による見守り・支えに委
ねられるケースが８～９割

• 家庭から分離された子どもへの学校教育
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児童虐待に対応するために

• 児童虐待はきわめて複雑な現象
• 虐待の問題は、さまざま人々が力を合わ
せることで、初めて解決可能

• 目標は「保護者と子どもの関係」を支える
こと

• 学校・教職員も、適切な「対応力」が必要
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この教材の構成
本 編

【 基 礎編 】
１ 虐待の基礎的理解～発生のメカニズムと子どもが被る影響～

２ 虐待と子どもの心理

３ 学校生活での現れ

４ 虐待と生徒指導・特別支援教育

５ 虐待関連法規

【 実践編 】
６ 疑いから通告へ (学校でできること①)

７ 虐待を聞く技術・コミュニケーションの技法 (学校でできること②)

８ 虐待を受けた子どもへの具体的な関わり (学校でできること③)

９ 家庭への対応 (学校でできること④)

10 関係機関との連携とケース会議

11 家庭から分離された子どもへの対応

12 障害者虐待の防止と対応

資料編
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